






 

研究目的 

排卵誘発剤は今日,不姙症の治療に広く用いられ,子宝に恵まれなかった多くの

人々に姙娠・出産の喜びを与えている。しかし一方,誘発排卵姙娠に高い頗度で

起る流産や多胎姙娠,あるいは先天異常との関係など未解決のまま残された問

題は多く,早急な解明が望まれている。この問題の解明のてがかりとして,昨年

度われわれは本研究班で,intrafollicular overripeness を伴う性周期の延長

によって受精卵の異常がひき起されることを明らかにしたが,本年度はその

intrafollicular overripeness が,ゴナドトロピンによる誘発排卵の場合にも,

投与方法によっては起り得るか否かについて,下垂体摘出ラットを用いて検討

した。 


